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世
界
大
戦
前
の
日
本
朝
鮮
及
満
洲

ω
金
銭
替
本
位
制

松

孝

見

同

町、

z

m

叫
円

山
首
間

日
本
は
日
清
職
役
を
契
機
と
し
て
金
魚
梓
本
位
制
を
運
用
す
る
に
至
っ
た
が
、
そ
は
日
露
戦
役
及
び
共
後
に
於

い
て
も
依
然
檎
績
さ
れ
て
ゐ
た
。
尤
も
共
後
に
於
け
る
志
の
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
日
本
内
地
の
そ
れ
は
従
来
の
そ

れ
と
異
れ
る
特
性
を
一
不
し
、
朝
鮮
の
そ
れ
は
従
来
の
も
の
う
構
大
強
化
を
示
し
、
そ
は
遂
に
満
洲
に
進
出
す
る
に

至
っ
て
ゐ
る
。

故
に
私
は
先
づ
日
本
の
金
魚
替
本
位
制
が
日
露
戦
役
後
世
界
大
戦
の
終
り
ま
で
に
如
何
に
展
開
せ
る
か
を
遮
べ

順
失
他
の
も
の
に
及
ば
ん
v
と
す
る
も

ωで
あ
る
が
、
凡
そ
こ
の
時
期
に
於
け
る
日
本
金
魚
替
本
位
制
に
閲
す
る
間

題
は
、
之
含
二
つ
の
時
期
に
分
つ
を
便
と
す
る
。
邸
ち
共
の
第
一
は
日
露
戦
役
及
び
共
の
後
よ
り
世
界
大
戦
に
至

る
ま
で
の
期
間
で
あ
り
、
其
の
第
二
は
之
に
舗
く
世
界
大
戦
の
期
間
で
あ
る
。
今
結
論
的
に
此
等
一
一
つ
の
期
間
の

世
界
大
戦
前
の
日
本
朝
鮮
及
満
洲
の
金
魚
替
本
位
制

第
四
十
一
一
一
巻

j九
五百己

第

1克

八
五

拙楠， 日本に於げ品金矯替本位制の理量産高(経済論叢第41巻第5披)参照。



世
界
大
戦
前
の
日
本
朝
鮮
及
満
洲
の
金
傍
替
本
位
制

第

盟主

第
四
十
一
一
-
巻

八
六

八
六

特
性
を
遮
べ
る
と
、
第
一
期
で
は
日
本
は
日
露
戦
役
特
に
共
後
に
於
い
て
依
然
大
部
分
の
年
は
入
超
を
示
し
て
ゐ

た
の
で
、
共
問
絶
え
や
す
外
債
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
只
の
決
構
を
つ
け
る
こ
ー
と
を
必
要
左
し
、
共
の
極
端
な
る
時
期
日
い

於
い
て
は
会
〈
外
岡
貸
付
資
本
の
支
配
下
に
置
か
れ
ん
と
す
る
の
事
情
に
あ
っ
た
。
之
に
反
し
、
第
二
期
た
る
大

正
四
年
よ
り
大
正
七
年
ま
で
は
日
本
は
有
史
以
来
の
輪
出
超
過
ぞ
な
し
、
貿
易
上
に
於
い
て
輸
出
五
・
四
十
億
閏

轍
入
四
・
十
億
闘
、

貿
易
外
印
ら
涯
賃
、

保
険
料
、
兵
器
貿
上
の
組
頓
に
於
い
で

'
m↓十

県
立
引
ご
四
十
億
岡
、

|日I

弘

入

:
:
i
l
)
:
:
;
L
'
h
i
l‘
E

合
計
-
一
勧
ハ

1
一
催
国

o
h外
証
怪
奇
↑
受
め
る
い
れ
浮
り

し
か
t
b

一
万
世
界
大
戦
後
官
官

t
ゆ
闘
は
会
の
職
問

を
禁
止
せ
る
た
め
、
日
本
は
そ
の
在
外
手
取
会
を
岡
内
に
持
参
す
る
こ
と
が
で
き
子
、
自
ら
海
外
に
蓄
積
さ
れ
た

在
外
正
貨
含
準
備
と
し
て
、
銀
行
非
常
を
夜
行
す
る
金
魚
替
本
作
制
を
運
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
凶
此
の
二

つ
の
見
方
は
ま
に
朝
鮮
の
場
合
に
も
趨
臆
す
る
か
ら
、
私
は
以
下
日
本
内
地
、
朝
鮮
及
び
硝
洲
の
順
序
に
於
い
て

一
途
次
此
の
問
題
全
取
扱
ふ
こ
と
、
す
る
。

二
、
日
本
内
地
に
於
け
る
金
属
醤
本
位
制

日
本
が
日
露
戦
役
の
開
始
に
際
し
、
そ
の
通
貨
政
策
含
異
常
に
緊
張
湾
、
せ
た
こ
と
は
特
説
す
る
ま
で
も
な
い
。

特
に
そ
の
終
末
期
後
に
於
い
て
は
日
本
の
在
外
正
貨
は
或
は
戦
費
支
持
の
た
め
の
外
依
に
よ
り
、
或
は
共
他
外
債

に
よ
り
異
常
な
増
加
を
一
不
し
仁
の
で
、
ぞ
の
必
然
的
な
結
果
は
藷
に
日
本
全
し
て
こ
の
在
外
正
貨
に
某
〈
金
銭
替

本
位
制
の
運
用
に
特
に
闘
心
せ
し
め
る
に
至
つ
七
。
日
本
政
府
が
正
貨
叫
牧
の
問
題
を
研
究
し
た
の
も
こ
の
時
期

井上準之助・戦後に於げる我閥の経世普及金融 pp田 8山 9・
小川部大島1¥ 在外E貨属品分に枕て(縞哲理論叢第216.'策3披 pp.320.) に於いで
突の知〈調J、。即ち L欧州戦争前に於いては我邦人は皆免換利の前主主に危快
を抱き知何l二正貨を蓄積すベ守かに苦心・しにが、戦後に於いτは却って正真
の多きを持て除す様になって来T二五
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3) 



で
あ
る
。

正
貨
に
闘
す
る
各
種
の
調
査
を
試
み
た
の
も
亦
頃
」
の
時
期
で
あ
る
。政

府
所
有
高
校
に
日
本
銀
行
所
有
高
の

今
明
治
三
十
六
年
末
よ
り
大
正
七
年
末
に
亘
る
日
本
所
有
の
正
貨
巾
、

擾
動
を
奉
げ
る
と
左
表
の
遜
り
で
あ
ム
。

第
-
表

明
治

寸ー

当主

た
.iE 
ヒ
均三

名
手日
正
貨

賀
来志〕

(
車
位
千
潤
)

明

治

一

三
十
六
年

一

政

府

所

有

一

月

二

三

~
正
貨
準
備
一
一
一
目
、
九
六
三

一
日
本
銀
」

E
Z匹
宙
キ

一
行
所
布
一

i
i
E
4
3
一

円
一
一
一
十
一
い
E
-

刊

明

雪

白

一

一

一

-

一

六

一

六
E

z--海
外
正
貨
一
一
八
、
完
三
一

z
i
p
-
{
内
地
正
貨
↑
一
=
。
、

g
o一

一

明

治

一

一
四
十
四
年
一

政

府

所

有

一

三

、

六

、

{

正

貨

準

備

三

、

九

一

日
本
銀
一

行
所
有
一
正
貨
準
備
外

F

小

計

三

一

、

回

一

計
=
一
呂
、
叉

l
『
海
外
正
貨
一
三
一
、
三
一

l
-
内
地
正
貨
一
三
ニ
、
八
王

明

治

一

明

治

一

明

治

一

明

治

一

明

治

一

三
十
七
年
二
二
十
八
年
一
=
一
十
九
年
一
四
十
年
一
凶
十
一
年
一

さ
至
一
一
=
一
三
一
、
一
莞
一
一
五
一
、
三
一
一
君
、

2
i

一
六
三
一
旦

七
九
、
九
一
〕
五
一
一
一
玉
、
五
晶
玉
一
一
回
七
、
ニ
〔
一
一
一
一
一
三
、
七
回
一
一
一
一
六
九
、
玉
{
〕
五
一

=
、
、
ョ
一
守
一
ニ
昆
二
一
五
五
、
一
L
b
H

一
呂
、
、
ョ
己
、
一
三
一
、
、
一
、
-
一

一一一P
R

一
戸
一
三
一
一
一

3
1
j
j
u
一

R

J

R

Z
一
一
一
1
7
r
h
一

む
句
、
乞
ニ
コ
一
日
F

2

可
、
ユ
主
主
コ
ニ
、
2
b
M

、F
Z

コ、、一
L一L
一
二
ニ
五
、
句
、
-
、
一

ー
さ
一
ト
一
正
ノ
」
〈
一

j
z
-
3
E
r

九
六
、
九
四
五
一
回
犬
、
一
美
一
四
九
回
、
4
去
一
回
皇
一
訟
一
一
一
元
一

A
兄一

品
口
、
五
一
主
園
田
ニ
、
四
一
一
一
園
田
口
、
丸
一
一
三
一
回
{
〕
(
}
、
六
三
一
一
一
一
三
二
九
、
七
六
八
一

一
三
ニ
ん
一
一
一
三

-3豆
一
三
、
A
=
一
回
一
回
回
、
玉
三
一
一
六
一
五
一
一

ー

l
i
l
i
-
-
-
i
l
l
↓1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
寸
I
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
I
H
i
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
J

大
正
二
年
一
大
正
一
三
年
一
大
正
四
年
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大
正
i
年
一

九

口

、

三

回

2
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一
室
、
回
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一
一
-
一
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四
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、
ェ

E

』

|

一

ー

さ

、

一
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室

、
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A

O

-

-

↑

|
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革
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五
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司
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九
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Z
』
夫
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幽
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司
一
四
一
、
一
一
九
一
五
一
肉
、
司
位
一
一

ニ
圏
内
、
一
主
一
一
一
一
一
一
、
さ
1

三七九
J

一

ι

一
号
、
三
三
円
、
豆
一
=
一
六
、
茎
一

占型、課

大
正
元
年

人ニ、
o
h畠

-両省、{〕ニ一一孟

-一一、六三一一己

一夫人、月一品八

三五()、七一き

ニ一回、七一五

一三六、っきハ

世
界
大
戦
前
の
日
本
朝
鮮
及
満
洲
の
金
魚
替
本
位
制

第
四
十
三
巻

二三 区亘 .<0 
二二 ノ、 一一・
一七三 プて 区耳、、、
三5.プ~，ョ
C二) .司区ヨ 1 
J坐」昌国 1

犬二凶明
正|二三盟 (=1 八三五 l十治
---'- I 7<::ゾb 主庄 司王三-e "" Iー」

ノ川 、 、 、 、 、 、 、l一

土広三EUE12童三」竺
司一八六、一六主

て一()陶、ん=一回

六回=一、回九二

回一二、三国五

/¥ 
七

第

披

明
治

四
十
一
一
一
年

ニロ一、元一一

二一一一一、=一八=一

耳、、つニ品目

一一七口、四口八四

回占一、九九
L
7

目

玉一一=一六、A主一

一量、一一一ペ

大
正
七
年

八五回、吾ハヘ

一、五へ』昔、内

u-

一、一三五、口六ん一

四五一一、六[}ニ一

i¥. 
七

大蔵省: 正貨に閥する参考書第二表及ぴ井上準之助
綴海及金融附録第三表参照。
本書中明治三十大年一一明大正三年聞は特別運用金を政府勘定主し、且つ帳簿
登記額争各保有償格によ h 換律しだ，~)も ωな h 。

戦後に於げる夜闘の4) 

5) 



世
界
大
戦
前
の
日
本
朝
鮮
及
満
洲
の
金
傍
替
本
位
制

第
四
十
=
一
巻

i¥. 
i¥. 

第

披

i¥. 
f、

右
表
に
よ
れ
ば
、
政
府
並
に
日
本
銀
行
の
所
有
正
貨
は
、
日
露
戦
役
初
期
に
於
い
て
潤
ミ
減
じ
た
が
其
後
増
加

し
、
日
露
戦
役
後
に
は
次
第
に
減
少
す
る
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
ο

併
し
な
が
ら
更
に
視
角
を
襲
へ
て
此
の
期
間
に
於
け
る
在
外
正
貨
妖
態
を
見
る
と
き
は
、
明
治
三
十
六
年
末
以

後
は
凡
て
在
外
正
貨
の
方
が
内
地
正
貨
よ
ち
も
そ
の
金
額
大
で
め
ち
、
特
に
日
露
戦
役
聞
及
び
共
後
に
於
い
て
は

其
の
差
は
長
色
町
制
著
で
あ
る
。
是
れ
印
ら
我
闘
の
一
k
貨
問
題
が
、

日
露
戦
社
会
通
じ
外
的
子
取
金
日
よ
り

τ特
段

な
礎
化
お
γ

示
し
て
ゐ
る
ヲ
」

t-ヤ
}
却
問

E
も
の
で
企
庁
ノ
J

っ、

し
か
も
亦
戦
時
及
び
戦
後
を
通
じ
T
在
外
正
貨
政
策
は
、
そ

の
外
債
政
策
を
通
じ
て
最
も
重
要
な
段
階
を
程
過
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
語
る
'
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ま
に
こ

の
こ
と
が
我
闘
を
し
て
次
第
五
金
魚
替
本
位
制
運
用
の
問
題
を
重
覗
せ
玄
名
を
得
ぎ
ら
し
め
た
。
金
魚
替
本
位
制

に
向
っ
て
加
へ
ら
れ
た
重
要
な
批
判
の
根
擦
は
此
の
時
代
に
生
じ
た
も
の

k
考
へ
ら
れ
石
。
蓋
し
日
情
戟
役
後
の

時
代
に
於
い
て
は
在
外
正
貨
は
主
と
し
て
戟
役
賠
償
金
で
あ
っ
た
か
ら
、
之
が
性
質
運
用
に
は
著
し
い
複
雑
性
が

考
へ
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

日
露
戦
役
並
に
戦
後
に
於
け
る
存
外
正
貨
は
外
債
手
取
金
に
よ
る
も
の
多
く
、

ぞ
は
一
方
に
於
い
て
戟
費
支
抑
叉
は
外
債
利
抑
止
結
合
し
て
日
本
銀
行
の
存
外
正
貨
問
題
、
従
つ
て
は
日
本
銀
行

の
金
魚
替
本
位
制
問
題
に
最
も
深
い
陰
影
合
投
げ
か
け
た
か
ら
で
あ
る
。

今
大
正
四
年
十
二
月
末
の
正
貨
に
つ
い
て
政
府
の
接
表
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
日
本
銀
行
所
有
の
五
貨
は
、

三
六
二
一
・
百
寓
闘
、
政
府
所
有
の
正
貨
は
一
五
三
・
百
寓
固
で
あ
る
が
、
共
中
政
府
所
有
の
正
貨
は
そ
の
る
一
部
、
日

本
銀
行
所
有
の
正
貨
は
二
二
六
・
百
寓
闘
だ
け
外
固
に
あ
る
と
い
ふ
。
従
っ
て
外
聞
に
あ
る
も
の
三
七
九
・
百
寓
園

大蔵省・正貨に閥す畠参考書第一表参照。
貴族院議舎橡算委員曾第一分科曾議事速記第一獄、 p.4Jらn'
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日
本
に
あ
る
色
の
僅
か
に
一
コ
一
七
・
百
高
聞
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
事
情
は
大
正
四
年
一
一
一
月
末
に
殺
表
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
見
る
も
亦
略
ミ
同
様
で
あ
る
。

第
二
表

大
正
問
年
末
正
貨
現
在
高
(
外
部
容
表
の
分
)
単
位
千
固

更
に
ま
た
こ
の
夜
外
正
貨
は
そ
の
大
部
分
は
イ
ギ
叫
ノ
ス

綿 車車
額額
ノノ

内内

海内日政機

外地主府

現現行所額
戸庁

前Z荘有有

正

貨

コ-:-::.. -{二

七四
O 
七

間二
;-:;. !¥. 

笥
話
、

内
閣
正
常
二
膚
百
高
間

F-
み
る
。

に
在
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
外
に
は
プ
ラ
ン
丸
、
北

米
ム
口
衆
園
、

ド
イ
ヅ
に
も
存
在
し
て
ゐ
た
。

概
算
的
に
云

ふ
と
、
十
代
外
五
貨
二
四
六
・
宵
市
内
閣
中
、
・
布
英
五
貨
ニ
コ
一

0
・
白
寓
関
、

ム
仕
仰
疋
貨
五
・
百
苗
円
聞
、

在
米
正
貨
八
・
百

ま
た
か
〈
の
ご
と
き
事
情
は
単
に
大
正
四
年
三
月
末
の
事
情
に
の
み
限
る
色
の
で
は
な
い
。
今
明
治
四
十
四
年

後
に
於
け
る
此
聞
の
事
情
を
数
字
的
に
示
す
と
左
表
の
通
り
で
あ
る
。

第
三
表

明
治
凶
十
同
年
大
正
問
年
各
三
月
末
正
貨
現
在
+
高
(
車
位
千
回
)

総
額ー
レJ

r ' l 旦 貨
海内日政

外地主府機

現現存所

在在有有額

正

明
治
凶
十
四
年
一

二
一
月
末
一

四
七
=
、
九
一
三

二
O
八、二一・六一

二
六
問
、
六
九
五

一
二
九
、
一
四
O
一

三
四
三
、
七
七
O

q
ム
ロ
日
刊
十
三
円
l

-

引
ご

7
H
Y一
子
山
川
一
大
正
二
空
一
月
末
「
大
正
一
一
一
年
一
一
月
末
「
大
正
問
雪
一
月
末

三
九
七
、
四
O
六
↑
=
一
五
C
、
八
九
C
一
=
一
六
三
、
五
七
七
一

一
O
八、
O
九
四
一
一
一

O
、
六
況
八
一
七
三
、
七
一
八
一

二
八
九
二
一
二
二
一
二
削
O
二
一
一
一
一
一
一
一
二
八
九
、
八
五
九
一

一
一
一
七
、
凶
七
五
一
一
二
三
、
C
O
九
一
一
二
八
二
一
一
五
七
一

二
六
九
、
九
三
一
一
コ
一
八
、
八
八
一
三
」
一
五
、
二
二
O

世
界
大
戦
前

ω
日
本
朝
鮮
及
満
洲
の
金
儒
替
本
位
制

第
削
十
二
-
巻

ノk
:JL 

第

盟主

=
一
七
三
、
六
八
七

六
六
、
七
八
九

三
O
六
、
八
九
七
-

一
二
七
、
九
四
五
一

二
凶
五
、
七
四
ニ

A 
九

小川崎太郎:在外貨慮分に就てf鰭開論議第二港第3君主 3'7--3
，8)

大蔵省:正貨に関する参考書参照。
大蔵省:正貨に闘する参考書第一表塁手間。

8) 

9) 
10) 



世
界
大
戦
前
の
日
本
朝
鮮
及
満
洲
の
金
鴛
替
本
位
制

伺米 f弗 英

二ニ
O
、剛山間五一

一O
て
三
凶
丸
一

一
問
、
四
九
八
↑

士
、
凶
七
八
一

二 :H.九
四一 O 三、、、、
八こモ O 仁
子~ => 1":; ;-:; 

ぺ l叫二 1"1

第凶十一一-巻

ずL

仁〉

第

披

一ー二二 i¥ 
竺一三 O
、、、、

二二六:じ
二ヒ二六
一ーハー

こ
っ
丸
、
一
一
一
二
一

一
五
、
七
六
七
一

↓ヘ、一一一一一一

二、
d

一O
O
一

元
来
日
本
は
日
露
戦
争
に
よ
っ
て
、
二
、

0
0
0
0
百
高
閲
の
外
的
b
h
負
憶
ぜ
る
も
の
で
み
る
が
、

於
い
て
次
第
に
そ
の
利
闘
の
た
め
に
迫
は
れ
る
に
五
り
、

九
O 

二二一
O
、
六
七
六
-

五
、
三
五
七
一

七
、
七
八
五

一
、
九
二
三

ぞ
は
戦
後
に

が
く
て
陀
聞
に
一
旦
っ
て
ん
陀
外
正
貨
政
策
は
合
符
特
eT
ぱ

巴
可
、
主
国
司
円
ノ
f

古'員、，
E
J
吉
川
-
と

1
T
i
ト

J

、
主
〉
a

-

〉

弘

司

d
F
じ
ヂ
ノ
・
羽
目

J

L

七
ー
ホ
/
I
2
1
z
i
ヨ

こ
の
と
と
は
日
本
貨
幣
制
度
の
根
本
た
る
令
準
備
ぞ
外
佑
利

掛
の
負
措
に
於
い
て
脅
か
す
色
の
で
あ
り
、
し
か
も
日
本
の
針
外
貿
易
が
連
年
輪
入
超
過
引
し
あ
っ
た
こ
と
は
少
か

ら
A
V
此
の
問
題
の
将
来
に
暗
影
を
投
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
常
時
正
金
銀
行
総
裁
が
次
の
如
〈
云
っ
て

ゐ
る
の
に
見
て
も
明
か
で
あ
る
。
「
:
:
従
っ
て
如
何
に
し
て
外
岡
に
文
排
に
ま
す
合
を
搭
へ
る
か
左
い
ふ
こ
と

は
一
番
頭
を
踏
ま
す
問
題
で
あ
り
ま
す
。
時
間
羅
巴
の
大
戦
中
の
始
ま
り
ま
し
た
大
正
三
年
に
は
段
か
此
の
支
姉
資

金
調
建
問
題
は
窮
迫
致
し
ま
し
て
公
債
の
前
抑
を
す
る
金
も
足
h
ノ
中
、
己
を
得
ぬ
か
ら
借
金
の
利
息
を
排
ふ
魚
に

又
借
金
す
る
と
い
ふ
や
う
な
有
様
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
o
」

然
る
に
世
界
大
戦
起
り
、
日
本
・
も
亦
之
に
参
加
す
る
に
及
ん
で
、
日
本
の
卦
外
貿
易
は
俄
然
激
増
す
る
に
歪
り
、

そ
は
ま
た
出
超
バ
ラ
ン
ス
の
器
使
化
と
な
り
、
し
か
色
一
方
に
於
い
て
欧
米
諸
闘
の
金
本
位
制
停
止
に
よ
る
金
の
轍

出
禁
止
は
出
超
バ
-
フ
ン
ス
差
額
よ
り
成
る
在
外
正
貨
を
次
第
に
増
加
せ
し
め

.5
る
を
得

Y
る
に
歪
り
、
そ
は
ま
た

惹
い
て
日
本
の
金
魚
替
準
備
問
題
を
次
第
に
深
化
せ
し
め
る
に
至
っ
た
。
今
そ
の
在
外
在
貨
の
逐
年
増
加
高
を
示

井上準之助 我圃際金融の現状及改善策 pp・3'.-'"4)
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す
と
左
表
の
如
〈
で
あ
る
。

第
四
表

大
正
一
万
年
大
正
十
年
に
於
げ
る
在
外
正
貨
麦
(
車
位
宵
茂
周
)

年

末

一

在

外

正

貨

一

年

末

一

在

外

正

貨

↑

年

末

貨

人

組

一

二

一

五

一

人

相

一

問

八

七

一

八

位

一

一

大

正

二

年

一

二

四

六

一

大

正

六

年

一

六

四

問

一

大

正

十

年

八

五

五

大

正

三

年

一

二

一

五

一

大

正

七

年

一

一

二

三

万

一

一

大

正

四

年

一

三

七

丸

一

た

正

ヘ

年

一

-

、

四

四

三

一

I
l
l
-

か
〈
川
り
こ
』
き
在
外
資
金
全
擁
し
な
が
ら
日
本
は
政
府
及
び
日
本
銀
行
共
に
そ
川
運
用
に
失
敗
し
、
請
は
ゆ
る
金
魚
替
本
位
制
の
運
用
に
よ
る
イ

ン
フ
レ
エ
シ
ヨ
ン
セ
箆
也
サ
し
め
、
「
怖
を
品
で
宇
し

C
一
円
び
そ
の
た
純
分
P
F
J
不
れ
が
ご
と
き
結
果
を
生
ぜ
し
め
た
。
こ
れ
は
今
日
よ
り
凡
γ
制
品

開
伍
を
含
む
縦
で
あ
る
が
・
一
般
的
に
一
五
へ
必
従
来
連
年
殆
ど
入
趨
佐
掩
げ
た
日
本
!
し
で
は
入
超
円
い
出
陣
す
る
封
筑
ヘ
の
閥
心
に
認
は
れ
・
出
超
仁

嚇
到
す
品
針
策
に
完
全
な
る
準
備
を
有
十
九
な
か
っ
た
こ
と
に
原
因
す
る
こ
と
は
指
土
れ
な
い
。
殊
に
今
日
の
鰹
糠
の
ご
と
〈
幾
多
の
複
雑
な
鰹
験
を
積

ん
だ
も
の
か
ら
見
れ
ば
、
そ
こ
に
け
資
本
主
義
制
経
済
の
正
常
的
経
過
の
理
解
に
の
み
走
れ
る
常
時
の
特
色
を
見
逃
す
と
と
を
得
な
い
。

尤
る
だ
か
ら
左
い
っ
て
、
此
時
に
於
い
て
日
本
は
漫
然
之
を
看
過
し
て
ゐ
だ
左
い
ふ
の
で
は
な
い
。
常
時
急
増
せ
る
在
外
正
貨
に
つ
き
如
何
に
封

策
す
べ
き
か
は
大
正
問
年
よ
り
七
年
い
亙
っ
て
貨
に
盛
ん
に
論
議
さ
れ
円
問
題
で
あ
る
。

A
r
此
の
問
題
に
つ
い
て
諸
説
f
る
こ
と
は
そ
の
機
舎
で
な
い
が
、
土
づ
之
が
た
め
に
泣
き
起
草
れ
た
中
-
援
は
在
外
正
貨
の
品
分
論
で
あ
り
、
其
の

主
張
に
日
露
戦
役
後
増
加
せ
る
外
債
を
償
還
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
。
之
に
労
し
て
は
世
界
大
戦
後
の
正
貨
唱
す
奪
戦
に
備
へ
る
た
め
、
正
貨
は
寧
ろ
蓄

積
す
べ
し
と
説
〈
反
封
論
現
は
れ
、
夏
に
之
を
め
「
っ
て
諸
般
の
論
議
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
現
貨
の
問
商
品
と
し
て
は
内
外
債
の
借
換
、
臨
時
閣

庫
誼
券
山
賛
行
、
在
外
一
止
貨
買
増
、
海
外
放
資
、
外
岡
政
府
の
公
債
引
受
、
外
岡
崎
詮
券
の
買
入
等
が
取
扱
は
れ
た
。
そ
し
て
其
間
金
僑
替
本
位
制
の

運
用
が
纏
繍
き
れ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
何
ぞ
日
本
政
府
に
脅
し
た
か
。

エ
シ
ヨ
ン
デ
}
惹
き
起

5
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

世
界
大
戦
前
の
日
本
朝
鮮
及
満
洲
の
金
鴛
替
本
位
制

|在

外

正

そ
は
貨
に
周
〈
人
の
知
る
が
ご
と
く
必
然
的
に
日
本
に
イ
ン
フ
レ

そ
し
て
是
は
一
度
は
大
正
七
年
の
世
界
犬
戟
の
終
結
が
日
本
経
漕

大ゐ

九

第
四
十
一
一
一
巻

第

披

j

i
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世
界
大
戦
前

ω一
日
本
朝
鮮
及
批
判
例
の
金
侭
替
本
位
制

第
四
十
二
-
巻

九

第

量主

の
危
機
を
呼
ぱ
し
め
た
が
、
賀
際
に
と
の
川
題
を
解
決
し
た
の
は
大
正
九
年
三
月
の
恐
慌
で
め
る
。

:1L こ
の
こ
と
に

つ
い
て
も
今
は
詳
説
営
避
け
る
が
、
左
表
は
こ
の
傾
向
を
説
明
し
て
極
め
て
明
か
で
あ
る
。
要
す
る
と
こ
ろ
日
本

が
嘗
時
経
験
し
た
令
一
潟
替
本
枕
制
は
、
出
超
の
結
果
外
聞
に
蓄
積
さ
れ
た
在
外
正
貨
の
利
用
な
る
此
の
制
度
の
正

も統
の慌
で金
あ融
ム論。'.)J 的

存
在
で

あ
り

第
五
表

~k 

正
十十十 九八七六五四

年 年 年 年年年年年年年

そ
の
運
用
は
、

を
く
A
R
魚
替
本
位
制
の
イ
ン
プ
V

エ
シ
ヨ
シ
必
然
論
を
一
一
薬
害
せ
る

正
貨
準
備
及
制
限
外
俊
行
累
年
比
較
〈
単
位
一
日
高
岡
)

正

貨

準

備
一
在
外
正
貨
一

一

繰

入

一
九
O↑---

-
八
三

-
八
八

二
五
九

ニ
四
丸=-一O二

O
の

在
外
正
貨

一
一
一
八

一
=
一
七

二
二
七

四
六
一

四
五
=
一

士
O
二

一
、
一
一
六

一
、
二
二
五

一
、
二
一
五

合
、、、、 i

00こ 二九七六回ニニ l
五六四 四五一四一阿--I計

七三主主主一三主iLC主主 JLI -一一

内

容

在
外
正
貨
繰
入
の
場
合

保
詮
準
備
一
制
限
外
賛
行
-

-
d
p
J

‘
 

一
八
一

一
九

O

一
八
一

凹
三
一

六

C
=
一

一
九
二

=一

0
0

四
九
四

六
四
宍

匹

t
六
一

七
O

六
一

一一一一一

王
八
三

七
二

一
八

O

=
一
七
四

五
二
六

在
外
正
貨
除
外
の
揚
合
一

制
限
外
安
行
一

一
コ
一
七

一
七
二

二
五
一
一

二
則
九

五
ヒ
O

七
三
二

二
O
ニ

ニ
0
0

=
一
七
四

六
四
六

保
誼
準
備

二
五
七

二
九
二

三
七
二

三
六
九

六
九
O

八
五
二

一一一一一二

三
ニ
O

四
九
四

六
四
六

例へば此の期間l二於げる通貨と勝脹kの関係色亦注R寸ベ器工主C'eち品。
井上準之朋戦後ド於げ z我闘の経済及金融 pp. 12:r---;[27参照。
東洋経路新報社.金融六十年典。 pp.272-273 

13) 

14) 



一
二
、
朝
鮮
に
於
け
る
金
篤
醤
本
位
制

此
の
期
間
に
於
け
る
令
免
替
本
佼
制
は
二
つ
の
過
程
を
超
過
し
て
ゐ
る
。
共
の
第
一
は
、
ま
づ
金
魚
替
本
位
制

が
朝
鮮
内
部
に
充
賞
さ
れ
た
過
程
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
こ
の
本
位
制
の
機
能
が
朝
鮮
外
に
構
張
さ
れ
た
過
程
で

あ
る
。
し
か
し
此
等
の
胡
鮮
内
部
よ
り
外
部
へ
の
令
濡
替
本
位
制
の
繍
大
磯
展
は
勿
論
そ
れ
白
盟
日
本
の
有
つ
経

済
力
の
抽
明
大
磯
展
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
断
る
ま
で
色
な
い
。
帥
ち
こ
れ
ら
の
過
科
を
全
面
的
に
支
配
す
る
色
の

は
貨
に
こ
の
日
本
趨
漕
力
の
後
展
白
峰
?
あ
る
。
ぞ
し
で
そ
ご
い
我
と
は
次
第
に
合
融
資
本
的
に
備
心
へ
き
れ
て
ゆ

，H
A
清
一
烏
梓
ム
ホ
仰
い
制
の
本
質
か
一
見
逃
す
こ
L
L
が
ふ
何
な
い
の

以
下
此

ω
二
つ
の
過
程
を
順
次
説
明
す
石
。

己
に
述
ペ
た
る
が
ご
と
く
、
朝
鮮
に
於
け
る
金
銭
替
本
位
制
の
根
本
原
則
は
、
明
治
三
十
八
年
勅
令
第
七
十
コ
一

披
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
第
一
銀
行
の
銀
行
券
緩
行
制
度
に
あ
る
。
共
後
四
十
二
年
十
一
月
韓
闘
銀
行
が
創
設
3

れ
る
に
及
ん
で
同
行
は
中
央
銀
行
と
し
て
銀
行
券
後
行
の
特
棋
を
附
輿
さ
れ
、
そ
の
銀
行
券
を
以
っ
て
法
貨
と
し

て
の
強
制
通
用
カ
を
有
せ
し
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
発
行
現
定
に
於
い
て
第
一
銀
行
の
そ
れ
と
異
る
と
こ
ろ

は
、
第
一
銀
行
の
場
合
に
於
い
て
は
そ
の
銀
行
券
所
有
者
に
封
し
樟
闘
に
於
げ
る
同
行
所
有
財
産
上
に
光
収
特
樺

を
認
め
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
碑
開
銀
行
の
場
合
に
於
い
で
は
、

か
く
の
ご
と
き
志
の
は
之
ヤ
認
め
な
い
制
に
ゐ

る。
か
〈
の
ご
と
く
体
岡
銀
行
に
於
け
る
令
魚
得
本
位
制
は
、
明
治
四
十
二
年
以
後
こ
れ
に
先
立
つ
第
一
銀
行
の
費

世
界
大
戦
前
の
日
本
朝
鮮
及
満
洲
の
金
魚
替
本
位
制

第
間
十
一
一
‘
巻

九

第

娩

九



世
界
大
戦
前
の
日
本
朝
鮮
及
満
洲
の
金
魚
替
本
位
制

第
四
十
三
品
種

九
四

九
内

第

披

行
規
定
に
基
い
て
行
は
れ
に
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と
〈
韓
間
銀
行
を
設
立
せ
し
理
由
は
己
に
明
治
=
「
十
八
年

韓
闘
中
央
銀
行
制
度
の
賓
施
以
外
従
来
の
第
一
銀
川
刊
を
以
っ
て
政
府
と
の
契
約
に
よ
り
中
央
銀
行
の
役
割
を
昇
き

し
め
、
夏
に
政
府
の
委
託
に
よ
っ
て
園
庫
金
取
扱

K
ぴ
通
貨
整
理
に
従
事
せ
し
め
て
ゐ
た
民
、
向
ほ
英
後
に
於
け

る
諸
般
の
制
度
の
改
善
特
じ
尉
政
金
融
の
接
展
は
中
央
銀
行
め
役
劃
を
ぱ
長
く
私
立
銀
行
支
尼
に
委
託
す
る
こ
と

μι
以
っ
て
貨
幣
A
M
融
制
度
統
一
上
失
常
で
あ
る
と
せ
る
に
基

t
〈
伊
藤
公
立
回
出
丸
)
も
の
で
あ
っ
て

b

a
h
j
p
寸

よ

入

位

;
u
c
l
f
h
u
p
A
H
M
 

に
明
泊
四
寸
二
年
七
月
二
十
六
日
日
特
雨
岡
政
府
そ
し
て
幹
闘
銀
行
設
ヰ
じ
闘
す
る
協
広
在
成
立
ゼ
し
め
あ
い
互

つ
亡
の
で
あ
名
。

然
る
に
明
治
四
十
三
年
八
月
日
韓
併
合
行
は
れ
、
総
督
府
制
令
第
一
説
は
韓
園
銀
行
僚
例
の
殻
力
の
存
績
を
明

か
に
し
に
の
で
あ
る
が
、
克
仁
同
四
十
四
年
三
月
朝
鮮
銀
行
法
を
公
布
す
る
に
及
ん
で
、
八
月
そ
の
賞
施
と
共
に

韓
園
銀
行
は
朝
鮮
銀
行
と
共
の
名
を
改
め
た
。
し
か
し
銀
行
券
の
緩
行
方
針
等
す
べ
て
従
来
の
も
の
が
踏
襲
さ
れ

之
に
よ
り
朝
鮮
に
於
け
る
余
得
替
本
位
制
運
用
の
精
神
は
明
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
o

然
る
に
朝
鮮
銀
行
の
其
後
の
督
展
は
骨
に
朝
鮮
内
に
止
ら
ず
、
夏
に
大
限
に
向
う
て
展
開
し
、
満
州
支
那
本
土
、
露
領
西
伯
刺
草
更
に
肱
米
に
ま

で
及
ぶ
に
一
主
ワ
た
。

勿
論
朝
鮮
銀
行
は
此
聞
に
於
い
て
も
金
魚
替
本
位
制
の
林
一
議
に
努
め
た
の
で
め
る
が
、
そ
の
根
援
は
朝
鮮
銀
行
法
第
二
十
三
僚
で
あ
る
。
即
も
同

規
定
に
よ
れ
ば
、
「
朝
鮮
銀
行
は
銀
行
券
賛
行
高
に
封
し
同
額
の
金
貨
金
地
金
又
は
日
本
銀
行
免
換
券
を
置
き
、
そ
の
支
梯
準
備
に
充
ワ
ベ
し
・
・
1
」

と
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
朝
鮮
銀
行
は
そ
の
銀
桁
券
費
行
準
備
と
し
て
日
本
銀
行
免
換
券
を
認
め
る
色
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
と
b
も

直
き
宇
朝
鮮
銀
行
券
の
賛
行
準
備
に
は
日
本
銀
行
に
在
S
金
を
準
備
と
し

τゐ
る
も
の
で
め
る
こ
と
、
卸
も
一
一
種
の
金
何
替
本
位
制
で
あ
る
こ
E

ど
を

示
す
。

第一銀仔・第一-銀行五十年小史 p. 101以下
上掲害， p. 33以下
I.揺書。 p.78~(下
戟鮮銀行.朝鮮銀行二十五年真。 252
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か
く
し
て
ま
づ
朝
鮮
内
に
費
行
さ
れ
た
朝
鮮
銀
行
券
は
、
大
正
元
年
ま
で
は
僅
か
に
安
東
照
に
一
底
鋪
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、

年
早
〈
色
南
満
洲
に
、
更
に
大
正
六
年
北
満
洲
に
、
向
叉
大
正
七
年
の
日
本
の
西
伯
利
直
出
兵
は
露
領
西
伯
利
豆
乳
念
症
に
そ
の
流
遁
'f増
し
た
の

で
あ
る
。
特
に
満
洲
に
於
い
て
は
謂
は
ゆ
る
金
券
と
し
て
横
演
正
金
銀
行
の
賛
行
す
る
銀
券
及
び
日
本
銀
行
の
賛
行
す
る
日
本
銀
行
券
と
の
問
に
注

目
す
べ
き
問
題
を
展
開
す
る
に
至
っ
た
。
今
朝
鮮
銀
行
に
於
げ
る
正
貨
準
備
の
数
字
に
就
い
て
見
る
と
左
表
の
知
〈
で
あ
る
。

明
治
三
十
九
年
|
大
正
九
年
朝
鮮
銀
行
正
貨
準
備
内
部
昨

第
六
表

年

ちた

明
治
コ
一
十
九
年

月

ト

ド

U

一
長

印
ト
」
s
↑
会
1

間
十
二
年

間
十
=
一
年

凶
十
四
年

正

元

年

二

年

三

年

凶

年
五

年

六

年

士

寺
八

年

九

年

大

正

貨

準

備

貨
一
金
地
金
一
銀
貨
及
銀
地
金
一
日
本
銀
行
券
一

一

一

・

・

輔

、

回

開

噌

喝

、

，

J

一

一

一

六

一

上

l
一

・

ニ

帽

H
h
c

二

ハ

』

一

七

八

六

一

1
一
一
目
寸
穴
一
-
一
五

一

、

o

一

五

一

四

O
四

|

一

-

一

、

O
八
五
一

て

杢

二

l
一
三
、
玉
三
五
一

二、

O
二

二

一

!

一

五

、

0

0

=

一

一

て

九

七

九

一

回

、

八

五

土

一

、

九

七

八

一

五

、

O
八
四
一

一

、

九

七

三

五

、

四

八

五

一

、

四

五

三

一

五

、

o

=

=

一

一

、

間

指

七

一

丸

、

一

-

一

六

ニ

て

四

六

四

一

一

回

、

三

八

-

て

四

九

一

一

三

回

、

五

四

丸

て
問
九

O
一

四

三

、

穴

八

四

て

凹

九

五

一

三

丸

、

穴

回

二

一

入

、

六

四

二

三

八

、

セ

丸

二

金|

一
一
、
0
0
0

一
、
七

O
問

一
、
四
六
四

九
七
六

七
八
一

七
八
一

二
、
七
四
六

二
、
七
四
六

二
四
、
七
三
一

六
、
六
六
八

世
界
大
戦
前
の
日
本
朝
鮮
及
満
洲
の
金
魚
替
本
位
制

第
四
十
二
一
巻

-T 

問
、
五
八
三
一

=一、一九

C
四一

五、
O
四
六
一

七、
O
二五一

八
、
八
三
六
一

八
、
七
六
六
一

八
、
九
二
二
一

七
、
四
五
三

一
一
、
六
0
0

一
大
、
六
二
七

一
八
、
七
八
七

四
七
、
九
二
一

六
五
、
八
六
九

六
四
、
一

O
二

会

九
五

大
正

俊

= T丁

局

L
、-snAH
一

↑
一
一
円
」

}
二

J

へO
一丸山

一
O
、
=
一
八
五

一
三
、
四
九
三

二
O
、
一
六
三

二
五
、
0
0
六

二
五
、
五
五

O

二
五
、
六
九
一
-
一

二
一
、
八
五

O

=
一
四
、
一
一
一
八
七

四
六
、
六
一
一
七

六
七
、
三
六
四

一
一
五
、
五
二
三

一
六
三
、
六
0
0

一
一
四
、
o
=
一
四

第

披

:iL 
五

犬正三年敵洲大戦以後日本内地並に朝鮮の封露貿易は念激な増加~生ずし
めたが、常時聯合凶として東部戦線I主『耳な役割を果してゐるロシヤに封
し、 日本は必要なる物資供給のため劃議金融機関の整備の念を生ぜしめ、
かくて朝鮮銀行はとの方商に準出す Zに五つナ士カ;， 夏に叉大正七年に月本
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世
界
大
戦
前
の
日
本
朝
鮮
及
満
洲
の
金
鴛
替
本
位
制

第
四
十
コ
-
巻

先A

P、

第

盟主

九
Tt 

右
表
に
於
い
て
日
本
銀
行
止
?
?
以
っ
て
す
る
準
備
績
が
大
正
凶
年
よ
h
J
急
激
に
増
加
し
、
従
来
五
・
百
四
程
度
の
色
の
が
大
正
凹
年
九
・
耳
目
同
五

年
一
四
-
E
m冊
、
同
六
年
二
五

-
E風
間
、
同
七
年
間
四
・
喜
内
四
と
増
加
し
、
遂
に
大
正
年
間
に
於
げ
る
最
高
に
達
せ
る
こ

E
は
知
何
に
朝
鮮
に
於
げ
る

金
符
替
本
位
制
の
連
川
の
活
隈
ゼ
品
か
を
語
る
色
の
で
あ
る
。
特
に
金
貨
金
地
銀
の
増
加
の
時
間
的
に
後
れ
た
る
に
比
し
て
正
貨
と
悶
脱
さ
れ
る
日

本
銀
行
券
の
念
増
せ
る
事
貨
に
法
目
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
品
同
又
か
く
の
ご
と
き
賛
行
準
備
の
内
容
に
封
し
、
朝
鮮
銀
行
券
の
鼎
執
行
高
そ
の
も

の
に
就
い
て
も
亦
暗
l
同
一
の
傾
向
を
凡
る
こ
と
が
で
き
る
。
此
等
の
諸
傾
向
に
於
い
て
号
が
阜
に
朝
鮮
経
潜
の
進
歩
に
原
岡
す
る
の
み
で
な
〈
、

大
正
二
年
同
行
が
梢
蒙
の
重
要
地
鉛
に
支
出
抽
出
張
所
の
設
置
ぞ
開
始
し
た
畠
こ
と
、
特
に
大
正
二
年
十
一
月
政
府
が
同
行
券
恥
一
以
っ
て
闘
東
州
及
び

鍛
道
附
属
地
帯
に
於
り
る
法
貨
と
し
、
正
念
銀
行
後
行
の
金
券
含
統
一
せ
し
め
た
る
こ
土
、
官
界
大
臓
の
胡
始
に
よ
り
南
満
洲
蒙
古
の
ゐ
な
ら
や
北

淵
洲
附
伯
利

m及
vu
北
主
那
に
民
レ
マ
金
時
四
取
引
の
者
唱
廿
る
も
刀
に
よ
る
。

問
題
を
も
と
に
か
へ
す
。
帥
ち
上
越
金
建
銀
建
問
題
の
殺
端
は
明
治
三
十
八
年
替
口
に
支
居
を
置
い
た
横
演
正

金
銀
行
が
日
露
戦
宰
聞
に
殺
行
さ
れ
た
一
阜
用
手
票
の
同
牧
惹
い
て
は
金
融
の
固
滑
守
岡
ら
ん
と
し
、

の
肱
慣
行
植
を
一
認
め
ら
れ
、
一
史
に
明
治
三
十
九
年
八
月
強
制
通
用
力
を
有
す
る
銀
務
の
議
行
を
も
許
可
さ
れ
与
に
至

っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

一
賢
排
手
形

こ
の
強
制
通
用
力
を
有
す
る
銀
券
こ
そ
は
謂
は
ゆ
名
銀
票
左
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
忍
。
と

こ
ろ
が
明
治
四
十
年
に
於
け
る
銀
債
の
暴
落
は
営
時
満
洲
に
於
い
て
活
動
せ
る
闘
東
鷹
並
に
南
浦
洲
錨
道
曾
祉
を

し
て
こ
れ
ま
で
も
採
用
し
て
ゐ
た
銀
建
を
廃
し
て
金
建
を
採
用
せ
し
め
る
に
至
つ
だ
の
で
、
共
の
結
果
ば
同
時
に

正
金
銀
行
に
劃
し
で
も
金
券
殺
行
を
認
め
る
に
至
っ
た
。

然
る
に
営
時
謂
は
ゆ
る
安
奉
離
の
開
通
が
め
っ
た
の
で
、
共
の
結
果
朝
鮮
及
び
満
州
は
金
融
的
に
密
接
に
結
合

さ
れ
、
朝
鮮
銀
行
も
亦
そ
の
金
魚
替
本
位
制
に
基
づ
く
金
品
?
を
以
っ
て
杢
満
洲
に
活
動
す
る
に
至
り
、

か
く
て
浦

洲
に
於
け
る
日
本
金
融
力
は
漸
く
そ
の
中
心
営
失
ふ
に
至
ら
ゴ
る
を
得
な
い
の
観
が
め
っ
た
。
日
本
政
府
は
之
に

ク被兵a'"最後としてこの方面に多〈の障碍を生寸-r_-'め、 昭和ヨヲ:年末皇室l士露
圃官憲に存止をftぜられるに~n ，交渉の結果朝鮮銀行自 ιその支盾k閉
鎖して引i:-.sに至った。(朝鮮銀行 t 上掲書180ιlド)0

朝鮮金融事項参考書、遁貨の項参照。
朝鮮銀行:朝鮮銀行二十五年史 JJI-II2;---，州菊経理事史。 pp.244--25 
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鑑
み
て
そ
の
統
一
を
闘
ら
ん
と
し
、
犬
正
六
年
及
び
七
年
に
一
旦
り
朝
鮮
銀
行
を
以
っ
て
一
般
商
業
銀
行
の
中
心
と

し
、
金
品
分
夜
行
'
Y
」
闘
庫
事
務
を
行
は
し
め
、
横
南
正
金
銀
行
を
し
て
魚
替
及
び
貿
易
金
融
業
を
可
ら
し
め
、
之
に

銀
品
分
の
殺
行
を
認
め
る
に
至
っ
た
2
0

か
〈
て
朝
鮮
銀
行
は
此
の
機
曾
を
以
っ
て
一
般
商
業
機
関
と
な
っ
た
が
、
ぞ
の
殺
行
す
る
金
券
は
正
金
銀
行
の

横
行
す
石
銀
品
?
と
依
然
卦
立
会
演
く
る
の
脱
態
に
立
ち
至
っ
て
ゐ
だ
。
併
し
ま
た
朝
鮮
に
於
げ
る
卦
満
輪
出
増
加

は
金
券
の
満
洲
輩
出
を
助
成
し
て
ゐ
た
こ
と
は
容
は
れ
は
い
事
貨
で
あ
っ
た
。
今
そ
の
傾
向
を
一
不
す
志
の
と
し
て

朝
鮮
の
封
浦
出
向
制
脅
一
市
寸

f
左
の
如
〈
で
あ
る
。

年
大

正

七穴五 U'J三一

拙"市
h

叩放

た
正
一
一
郎
大
正
，
士
年
に
於
げ

dv
朝
蝉
隆
出
世
謝
吋
担
割
札
白
押
印
洞
長
ム
愉
入

M
一
泡
(
岬
単
位

P

一
閃
〉

一

輸

出

一

輸

入

一

輸

出

超

一i
l
l
-
パ斗

1
1
1

↓1
1

一

J

I

-

-

|

「

l

1

l

!

l

J

J

I

」

引

↑

一
豆
満
江
一
地
方
一
鴨
絡
江
一
地
方
一
計
一
一
旦
満
江
一
地
元
一
鴨
緑
江
地
方
一
計
一
豆
満
江
地
方
一
鴨
緑
江
地
方
一

寸

1
1
1
1
1
1
1
1
!
!」
i1Ili--1lli!」』
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
!
l
?
1
1
1
1
1
1
1
!
l
1
i
1
1
I
l
-
-」

年

一

天

一

一

と

同

一

口

一

三

一

六

一

一

一

回

弓

一

一

年

十

王

室

一

一

一

一

一

一

言

三

園

コ

八

五

一

一

年

↑

菩

き

一

七

七

美

七

二

四

七

E

一ヘニ一

年

一

名

札

一

言

一

札

て

き

孟

一

=

一

宅

七

=

一

吉

一

年

会

八

一

弓

乏

一

、

入

室

=

一

回

一

一

、

一

一

一

回

別I

園
、
満
洲
に
於
け
る
金
震
替
本
位
制

世
芥
大
戦
前
の
日
本
朝
鮮
及
満
洲

ω金
魚
替
本
位
制

第
凶
十
一
二
巻

入

ム

L.L.ムムムム

ムム九
一ヒ

第

君主

丸
七 過

tt 
ム

Zヨ ミ三ヱ=ーー一一
亡コで- cコー一一~-

ム ム

止等の銀行に封して東津拓椛曾枇には不動産金触を司ちしめた。
朝鮮金融事項参考書、貿易事項参照。
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世
界
大
戦
前
の
日
本
朝
鮮
及
満
洲
の
金
魚
替
本
位
制

第
四
十
三
巻

カa

i¥ 

第

宮古

大A

i¥ 

満
洲
に
於
げ
る
貨
幣
制
度
に
就
い
て
説
明
す
る
こ
と
は
こ
〉
ア
目
的
で
は
な
い
。
唯
一
言
法
ベ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
満
洲
に
は
古
来
支

那
本
土
と
同
じ
く
謂
は
ゆ
る
貨
幡
市
制
度
な
る
-E
の
〉
存
在
は
考
へ
ら
れ
争
、
殿
種
の
本
位
制
が
雑
然
平
行
的
に
存
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
こ
と
で

あ
る
。
之
島
ι
今
日
に
就
い
で
見
て
色
、
銅
本
位
制
、
銀
本
位
制
、
金
本
位
制
が
平
行
的
に
用
ひ
ら
れ
で
ゐ
e
h
r

併
し
勿
論
私
は
こ
、
?
此
等
の
本
位

制
の
す
べ
て
併
問
題
と
し
て
取
扱
は
う
左
い
ふ
も
の
で
は
な
い
。
漣
ベ
ん
と
す
る
も
の
は
専
ら
日
本
が
朝
鮮
に
於
い
で
之
守
保
用
し
更
に
之
を
満
別

に
ま
で
延
長
せ
し
め
た
金
灼
替
本
位
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
で
あ
る
。

日
露
戦
守
に
際
し
日
本
は
揃
洲
に
於
い
て
謂
は
ゆ
る
山
阜
商
一
?
グ
-
殺
行
し
た
の
で
あ
る
が
、

そ
は
銀
本
校
制
に
依
つ

唱
『
〉
、
j

つ
】
へ
ノ
'
》
O

》

1
J
寸
4
1
r
M
J
V
1
1
4
A
M
5
4

h
長
、
子
世
J
h
a
b
t
E
、
E
a
-
-
t
L
)
H
7定
K
J
E
T
-
ら
1
3

〉

:
)
7
フ
〉
3
、

町
4
4
↓
日
民
2
4
1
A
隼
千
力

4

0
作
日
吋
H
J
p
e
i
M
M
J
h
J
U
1
J
d
f
カ

トし、砂辛子邑
l

u

F

h

-

H

1

昔、
4
3

4
4
Y
初
出
国
型

H
t
f
c
J
1
叩
討

十
九
年
横
演
正
余
銀
行
牛
拡
支
庖
が
興
業
銀
行
取
扱
業
務
を
引
髄
円
、
に
至
っ
た
の
で
、
之
と
共
に
同
行
に
は
銀
赤

の
礎
行
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
貫
に
横
演
正
金
銀
行
が
謂
は
ゆ
る
銀
券
を
臨
慣
行
す
る
に
至
っ
た
契
機
で

め
る
。然

る
に
明
治
三
十
九
年
九
月
十
五
日
勅
令
第
二
百
四
十
七
銃
を
以
っ
て
積
翫
正
余
銀
行
の
闘
束
州
及
び
支
那
に

於
け
る
銀
行
券
酷
慣
行
に
闘
す
ろ
規
定
が
公
布
さ
れ
た
。
元
来
日
本
政
府
は

H
露
戦
役
後
端
洲
に
於
け
る
日
本
の
採

る
べ
き
極
構
政
策
特
に
貨
幣
政
策
を
熱
心
に
研
究
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
遂
に
政
府
を
し
て
正
金

銀
行
の
牛
嘉
准
出
を
認
め
、
反
に
明
治
三
十
九
年
の
勅
令
二
百
四
十
七
蹴
ぞ
殺
せ
し
め
る
に
至
つ
七
の
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
の
勅
令
の
原
則
が
此
の
地
直
に
於
げ
る
貨
幣
制
度
の
国
銀
に
よ
る
統
一
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
♂

か
く
の
ご
と
き
事
情
が
、
上
述
せ
る
ご
と
〈
一
方
に
於
い
て
は
朝
鮮
銀
行
の
金
銭
替
本
位
制
の
採
用
に
針
じ
、

他
方
に
於
い
て
は
正
余
銀
行
の
銀
翁
替
本
位
制
の
運
用
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
作
用
は
聞
東
都
督
府
及
び

朝鮮銀行調査謀田浦洲通貨一斑 pp.口一日
今日に於いでは間銀は使用 Zれないので馬蹄銀は太洋銭を以つτ之に代ふ
ると L、ふ。(南満洲織選株式含祉庶務部誠査課:諦¥iil-ll二於げる混貨及金融の
概要 p.78) 
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尚
錨
の
金
建
と
し
て
漸
次
闘
東
州
並
に
揃
錨
附
属
地
に
勢
力
を
占
め
る
に
至
り
、
遂
に
明
治
四
十
年
に
は
此
の
金

建
劃
銀
建
問
題
を
め
ぐ
っ
て
正
金
銀
行
と
尚
錨
と
の
聞
に
一
の
論
争
を
惹
き
起
す
に
至
っ
た
。
日
露
戦
争
の
結
呆

日
本
が
満
洲
に
進
出
す
る
に
至
っ
た
た
め
惹
き
起
さ
れ
た
重
要
問
題
の
一

つ
は
確
か
に
こ
の
朝
鮮
銀
行
の
金
魚
替

本
位
制
'pa
朝
鮮
銀
行
の
銀
銭
替
本
位
制
と
の
劃
立
問
題
で
あ
る
。
同
一
地
匿
で
の
呉
れ
ろ
本
位
制
の
採
用
並
に
其

の
影
響
は
必
然
的
に
日
本
経
済
自
暗
に
重
要
な
結
果
を
膏
さ
ゲ
る
を
得
な
か
っ
た
。

事
賀
ま
仁
こ
の
問
題
は
皆
時
の
正
令
銀
行
の
憂
慮
と
な
り
、
政
府
並
に
南
湖
洲
錨
道
命
日
恥
の
聞
の
協
議
と
な
っ

幽司、ノ
3

、ノ夕、
ν

，、P

、

ナ

i
L
7
1
d
κ

ムμ

正
合
銀
行
ば
川
川
m
T
現
地
的
に
取
批
は
ん
と
し
、

1
1
一1
1
4
‘
a
事

A

A

-

-

こ
fAf-thy
、、
4
-
3
v
a岡
山
町

刊
円
百
四

1
4寸
一
主
一
対
ー
が
し

t
f
!
日仰が

銑
指
令
一
枇
丸
山
川
町
勝
美
、

ミ
-7日

V
1
ζ
口
μ
戸
F
」

1
1
0
1
4
〕

A
C
E
;
-
r
、、

『
プ
主
寺
本
ゴ
，
民
主
主
五

U
Jノ
お
U
Z己千

E

'
人
〉

71h円
H
n
ζ
a
'
J
1
川
リ
ヨ
子
-
回
出
ノ

7-4主
戸
ピ
t
1
1
7
u
p

H
K
J
一
ー
が
叫
u
h
f
ド
元

I
B
-
-
百二一ユ

fε
↓い一一刷会

み
佐
藤
一
す
に
至
っ
た
o

此
の
問
題
の
論
結
は
、
要
す
る
と
こ
ろ
南
揃
州
錨
道
合
枇
側
に
於
い
て
本
問
中
心
主
義
を
唱
へ
た
の
に
針
し
、

正
金
銀
行
側
に
於
い
て
岡
際
貿
易
主
義
合
唱
へ
た
に
あ
る
。

先
づ
金
本
位
制
論
者
た
る
満
銭
測
の
主
張
は
、
大
腸
問
実
の
三
匙
い
鯖
著
す
高
。

(
一
)
大
連
地
方
日
輸
入

Z
れ
る
貨
物
は
、
何
れ
も
金
本
位
同
よ
り
仕
向
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
商
業
の
健
宜
上
金
全
一
温
貨
と
す
べ
き
こ
ー
と
。

(
二
)
大
連
地
方
は
事
活
紳
戸
、
大
阪
地
方
一

ω遅
長
地
と
見
る
べ
く
、
従
っ
て
満
洲
の
一
部
と
凡
る
よ
り
も
寧
ろ
日
本
の
一
部
ー
と
見
る
を
穣
常
と
す
ぺ

〈
、
比
の
理
由
よ
ム
リ
遁
貨
は
金
体
位
を
可
と
す
。
三
一
)
南
満
洲
鑓
返
舎
枕
の
資
本
ば
金
マ
あ
る
。
叉
同
曾
祉
の
社
債
A
亦
金
で
あ
る
。
然
る
日
銀
を

日
通
貨
と
す
る
と
き
は
銀
塊
相
場
簿
動
の
場
合
に
同
合
枇
ぽ
危
機
と
損
失
と
を
討
き
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
叉
満
洲
に
於
い
て
は
同
舎
枇
の
利
害
関
係

犬
で
あ
る
か
ら
遁
貨
の
ご

E
き
色
同
合
枇
の
憶
と
す
る
も
の
を
用
ゆ
〆
る
こ
と
が
吾
川
常
で
あ
る
と
す
る
も
の
T
め
ち
、
此
等
の
関
係
に
於
い
で
満
洲
で

は
日
本
の
金
本
位
制
に
連
絡
す
る
を
以
っ
て
可
と
す
べ
し
と
論
争
る
。

陛
界
大
戦
胸
の
日
本
抑
制
鱗
及
満
洲
の
金
魚
替
本
位
制

第
削
十
三
巻

11-
11-

第

盟主

九
九

満iJ~ 経済研究含:満州胡遁貨問琶の部n'E油に資料 pp. qO-124 
高橋報骨一一満洲遁貨に闘し南i繭洲鍛冶と交渉め状i兄(満洲経済研究舎 I
掲帯 pp. Il7-'24) 
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世
界
大
戦
前
の
日
本
朝
鮮
及
満
洲
の
金
偽
替
本
位
制

第
四
十
-
1
港

O 
O 

第
一
披

O 
O 

-
勿
論
こ
の
こ
と
が
将
来
寸
る
作
用

t
し
て
考
へ
ら
る
べ
き
こ
と
は
、
現
に
南
満
洲
特
に
大
連
続
順
に
於
い
て
取
引
責
買
が
日
本
銀
行
免
換
券
を
用

ひ
で
何
等
の
泣
滞
な
く
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
、
ま
た
南
満
洲
銭
道
沿
線
も
同
様
な
事
情
仁
め
る
こ
と
、
支
邪
色
亦
早
晩
金
本
位
制
探
用
の
時
機
到
来

す
べ
き
運
命

ιあ
り
h

と
す
る
こ
と
よ
告
し
て
、
日
本
の
金
本
位
制
採
用
は
結
局
支
郡
を
し
で
其
の
金
本
位
制
採
用
の
時
機
合
促
進
せ
し
h

げ
る
も
の
士

あ
え
雨
園
は
互
に
之
に
よ
っ
で
利
盆
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
ふ
に
あ
ら

然
る
に
正
金
側

ω銀
本
位
制
論
者
の
主
張
は
之
に
反
し
、
満
洲
の
乳
叫
帆
は
銀
本
位
従
う
で
銀
傍
替
本
位
制
47
以
っ
て
遁
常
で
め
品
と
漣
ベ
て
ゐ
る
。

そ
の
理
由
も
亦
現
地
主
義
よ
り
之
な
見
る
と
き
興
味
な
し
と
し
な
い
。

εの
主
要
な
る
論
動
は
次
の
知
〈
で
め
る
。

ニ
)
尚
洲
に
於
い
て
は
日
本
人
と
支
卵
人
と
な
夫
:
里
、
れ
る
地
隔
に
住
成
し
て
居

h
、
川
正
財
よ
り
し
て
賛
成
富
は
日
本
人
街
に

F
X、
細
川
底
賛
成

者
は
虫
那
街
l
事
レ
。
町
民
に
立
ち
入
勺

t
見
る
'
E
謂
は
り
る
様
州
に
於
げ
る
日
半
白
人
の
存
拘
は
、
企
;
目
白
北
ハ
喰
収
賎
ヶ
め
る
。
日
本
人
街
ぞ
義
L

も
の
は
日
本
官
中
史
、
軍
隊
、
南
満
洲
鍛
道
曾
枇
其
他
悶
曾
枇
い
い
勤
務
す
る
も
の
ド
過
害
な
い
。
従
っ
て
心
あ
る
人
L
は
日
本
人
衝
を
去
り
、
向
ら
支

那
人
街
に
雑
居
す
る
の
傾
向
が
あ
る
。
故
に
将
来
在
浦
日
本
人
日
し
て
一
事
業
を
な
す
も
の
は
、
こ
の
雑
居
者
中
か
ら
出
品
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ

唱
。
従
っ
て
金
本
位
併
以
っ
て
有
利
な

h
と
す
る
も
の
は
唯
僅
か
に
日
本
人
の
み
で
あ
る
。
今
日
支
加
入
の
不
便
と
す
る
遁
貨
争
以
ワ
て
大
連
其
他

の
遁
貨
と
す
る
こ
と
は
是
れ
即
ち
比
較
的
少
数
日
本
人
の
れ
い
め
の
便
宜
を
闘
っ
て
多
数
支
那
人
の
た
め
の
不
便
を
顧
み

5
る
こ
と
〉
な
る
。

(
ニ
)
か
〈
の
ご
と
〈
金
本
位
を
傑
な

h
と
レ
、
金
建
'T
好
h
u
色
の
は
専
ら
大
連
其
他
日
本
人
に
よ
り
輝
笹
き
れ
る
地
匝
に
在
る
も
の
に
限
品
。
従

っ
て
支
那
人
街
に
於
い
て
は
支
那
人
が
銀
を
使
用
す
る

F

」
と
は
恰
色
日
本
人
の
金
を
好
な
が
ご
と
〈
で
あ
る
。
か
く
支
加
人
の
好
U
銀
を
以
っ
て
本

位
と
す
る
と
き
に
常

h
、
若
し
た
連
に
於
い
て
金

ι
位
を
、
替
口
に
於
い
て
銀
本
位
金
採
用
す
る
と
す
る
と
き
は
、
多
数
の
支
那
人
が
大
速
に
於
い

て
金
建
取
引
を
す
る
よ

h
色
替

μ
に
於
い
て
銀
雄
一
取
引
金
す
る
に
至
る
べ
き
こ
と
は
常
然
で
あ
る
。
蓋
し
支
加
入
ほ
そ
の
生
活
に
要
す
る
日
本
雑
貨

を
色
主
海
経
由
に
よ
っ
て
仕
入
る
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

(
=
一
)
勿
論
満
洲
に
於
、
わ
る
南
満
洲
織
選
曾
祉
の
椛
涛
的
勢
力
は
偉
大
?
め
る
。
従
っ
て
、
此
の
含
祉
が
採
用
せ
八
と
す
る
も
の
が
金
遣
で
あ
る
か

銀
建
で
め
る
か
は
勿
論
、
そ
の
影
響
す
る
と
ω

}

ろ
一
般
に
大
な
る
も
の
め
る
?
め
ら
う
。
或
は
同
曾
祉
の
立
場
か
ち
見
て
金
本
位
含
有
利
な
ち
と
す

る
見
方
色
な
い
で
は
な
い
が
、
併
し
ま
七
将
来
そ
の
経
替
が
一
服
完
成
し
、
主
と
し
て
支
掛
時
代
を
去
っ
て
受
取
時
代
に
は
い
る
い
い
於
い
て
は
、
支

那
人
の
終
瞥
す
る
競
争
線
と
の
比
較
に
於
い
て
、
金
本
位
よ
り
受
付
る
利
金
は
漸
〈
銀
本
位
な
ち
き
り
し
不
利
盆
に
厩
絶
さ
れ
る
こ
と
、
な
る
で
あ

p勺
w

フ。{
四
}
満
洲
貨
常
本
位
問
題
の
解
決
上
最
色
重
勤
を
置
か
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
日
満
貿
易
で
め
っ
て
、
此
勤
も
し
漏
測
に
於
げ
る
貿
易
が
支

高橋報告一(Jニ掲書 pp. 118一日ヲ〉28) 



邪
遁
貨
に
よ
る
こ
と
が
で
き
与
な
ら
ば
、
便
宜
の
鈷
か
ら
い
っ
て
之
に
勝
る
も
の
は
な
い
。
唯
今
仮
h
に
之
に
依
ら
な
い

k
し
、
日
満
貿
易
手
段
と

し
で
統
一
的
な
標
準
を
求
め
る
と
す
れ
ぽ
、
直
接
伶
替
準
備
と
な
る
開
銀
を
用
ひ
与
の
外
方
法
は
な
い
。
従
つ
で
南
湖
洲
鍛
造
舎
祉
が
闘
銀
を
以
っ

て
傍
替
の
準
備
と
し
、
餓
道
賃
銀
巽
他
の
俺
受
を
行
ふ
と
せ
ば
、
開
銀
は
内
ら
川
合
枕
心
支
間
的
勢
力
に
崎
譲
さ
れ
、
そ
の
流
通
を
横
大
強
化
せ
し

め
る
に
至
る
さ
の
ら
う
。
勿
論
将
来
支
祁
が
金
本
位
を
探
用
し
貧
施
す
る
♀

b
げ
が
明
白
な
る
場
介
は
、
金
本
位
に
擦
る
こ
と
図
よ
ケ
妨
げ
な
い
げ
れ

ど
色
、
現
在
に
於
い
て
は
こ
の
見
透
は
俄
に
最
認
し
が
た
/
¥
し
か
色
硯
在
満
洲
に
於
い
て
銀
本
位
を
探
用
し
貰
施
ザ
ん
と
す
る
場
合
な
る
に
於
い

て
日
本
色
亦
銀
本
位
に
よ
る
を
遁
常
と
認
め
ぎ
品
を
得
な
い
。

(
亙
)
或
は
ま
だ
日
本
の
貨
幣
制
維
持
と
い

L
勤
か
ら
見
で
、
満
洲
に
於
り
る
金
本
位
山
保
用
こ
そ
は
其
山
必
然
的
な
過
程
で
め
る
と
述
べ
る
も
の

も
め
る
が
、
か
〈
の
こ
と
き
宅
張
仁
当
し
で
は
必
干
し

a賛
成
を
保
し
難
い
。
惟
ふ
に
渦
洲
に
於
い
て
、
者
し
金
本
位
制
を
探
府
す
る
と
き
は
、
日

本
銀
行
は
背
に
日
本
内
地
に
於
げ
る
免
拠
券
準
備
の
必
要
に
際
じ
な
げ
れ
ば
な
、
h
な
い

ωみ
で
な
〈
、
更
に
満
洲
卸
ち
外
闘
に
於
い
て
流
温
す
る
免

換
券
の
準
備
九
T
一
色
用
意
し
な
げ
れ
ば
な
巳
な
い
ョ

A
1
H
(
明
治
一
一
一
十
九
町
常
晴
)
日
本
ぽ
粁
溌
ト
世
界
的
に
低
」
止
の
地
位
に
あ
る
o

外
形
上
は
日
仰
及

ぴ
日
露
の
協
約
が
あ
る
が
、
結
務
f
か
ら
足
る
と
悌
絡
は
悌
介
し

7
M
T
J
日
が
は
h
r
t
r叫

U
一
し
て
み
品
。
司
〈
イ

tp
り
丸
の
ご
と
き
も
最
近
は
従
来

L
し
ム
ム
く
典
つ
同
来
ト
め
で
日
干
の
列
偵
事
休
明
川
一
ー
し
h
h将
来
は
制
品
川
鮮
な
と
も
い
一
め
る
を
政
相
叫
せ
a
J
U

と
か
待
な
い
。
東
津
に
於
げ
る
日
本
商
品

の
版
蹄
に
射
し
で
も
ト
イ
ッ

ω競
争
甚
だ
し
く
、
英
米
叉
之
に
劣
ら

Y
E
八
と
す
る
収
態
に
あ
る
。
か
く
の
ご
と
き
事
情
に
於
い
て
は
日
本
貨
常
制

の
防
備
は
最
も
害
心
を
梯
は

F
る
を
待
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
e

若
し
仮
り
に
今
金
本
位
制
を
採
り
、
日
本
銀
行
の
金
準
備
を
賛
行
準
備
ー
と
し
て
満
洲
に
遁
用
す
る
と
し
て
も
、
こ
の
金
糧
備
に
つ
き
果
し
で
売
分

の
成
算
あ
り
や
否
や
は
栂
め
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
る
c

蓋
し
朝
鮮
の
例
に
よ
っ
て
凡
で
色
、
現
在
朝
鮮
に
向
っ
て
毎
月
三

0
0
・
千
剛
乃
至
四

0

0
・
平
聞
の
免
換
券
を
供
給
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
之
は
支
那
人
が
第
一
銀
行
の
按
行
せ
る
銀
桁
券
を
日
本
銀
行
党
換
券
と
引
換
へ
、
之
を
紳
戸
に
て

金
貨
に
免
換
し
、
免
換
せ
る
金
貨
を
上
海
に
現
迭
し
、
上
海
に
於
い
て
金
塊
と
し
で
貰
賀
す
る
か
ら
で
あ
h
、
日
本
銀
行
は
之
が
柁
め
第
一
銀
行
を

し
で
成
る
べ
〈
朝
鮮
よ

h
の
金
塊
輸
入
を
奨
励
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
金
績
は
一
ヶ
年
四
乃
至
五
・
宮
聞
で
あ

h
、
正
に
朝
鮮
に
途
る
一
ヶ
年
の
免
換
券

額
と
略

t
照
隠
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
色
し
満
洲
に
於
い
て
朝
鮮
と
同
様
金
本
位
制
を
採
用
す
る
と
せ
ば
、
支
那
の
ご
と
き
輸
入
超
過
闘
に
於
げ
る
金

の
集
中
は
野
外
債
務
決
潰
手
段
と
し
て
そ
の
最
も
求
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
其
の
結
果
前
説
サ
る
k
こ
ろ
k
類
似
の
傾
向
起
り
、
日
本
は
支
加
の
た

め
一
時
金
の
縫
替
支
梯
舎
な
す
こ
と
〉
な
h
、
日
本
は
之
会
補
ふ
た
め
貿
易
し
』
支
那
よ
h
J
受
取
り
た
る
銀
を
ぱ
傍
替
争
以
っ
て
ロ

y
ド
ur

に
途
り
、

此
の
一
符
替
に
で
ロ
ン
ド
ン
で
金
を
求
め
、
之
を
日
本
内
地
に
取
寄
せ
、
そ
の
免
撫
券
費
一
行
準
備
と
せ
r
d
る
や
得
，
Z
る
べ
く
、
か

f
て
此
の
場
令
免
換

計
界
大
戦
前
の
日
本
朝
鮮
及
満
洲
の
金
魚
替
本
位
捌

第
四
十
一
一
一
巻

。

第

主主

O 



世
界
大
戦
前
の
日
本
朝
鮮
及
満
洲
の
金
符
替
本
位
制

第
凶
十
一
一
-
巻

O 

第

自主

O 

準
備
に
よ
り
鼎
同
行
さ
れ
た
免
換
券
は
、
更
に
満
洲
に
迭
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
之
に
よ
っ
て
免
換
準
備
は
更
に
流
出

ω原
悶
を
つ
く
る
で
あ

ら
う
。
か
〈
の
ご
と
き
は
日
本

ω現
欣
に
於
い

τ之
に
耐
ゆ
る
や
背
や
は
到
底
問
題
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
繰
り
で
も
し
此
の
際
銀
本
位
制
に

土
る
と
せ
ば
、
楠
洲
に
於
い
て
受
取
っ
た
も
の
を
前
ち
に
満
洲
に
於
い
て
使
用
す
る
と
い
ふ
知
か
ら
日
木
内
地
に
於
げ
る
合
準
備
従
ワ
て
は
日
本
。

金
本
位
制
に
は
何
等
の
障
碍
を
も
蔚
す
も
の
で
は
な
い
。

(
六
)
或
は
ま
た
銀
本
位
制
に
よ
る
と
し
て
、
呪
r
t
流
通
し
て
ゐ
る
免
換
券
は
如
何
に
島
理
き
る
へ
き
か
と
い
ふ
こ
と
や
問
題
と
す
名
論
者
も
め
る

が
、
此
の
揚
舎
克
方
は
園
小
純
で
め
る
。
印
も
現
在
の
免
換
券
を
以
っ
て
単
に
外
岡
貨
幣
と
見
倣
せ
ば
足
り
る
。
賓
際
ま
た
か
く
の
こ
什
と
き
も
の
は
例

へ
ば
Z

オ
ロ
ヴ
パ
に
於
い
て
は
一
般
に
外
凶
貨
幣
と
し
亡
取
扱
は
れ
、
東
洋
に
於
い
て

L
同
ヘ
ぽ
存
k
銀
行
に
於
い
一
ほ
ポ
ン
ド
貨
を
ば
外
岡
貨
幣

と
し
て
取
扱
つ
じ
ゐ
品
。

E

勿
論
銀
本
位
制
に
よ
る
判
明
令
は
閥
点
都
計
府
ト
軍
部
、
南
満
州
敏
道
曾
計

υ
階
給
質
強
等

f
t
て
り
支
出
叩
必
之
4Y-
岨
酬
を
以

づ
て
す
る
旨
一
貫
し
て
規
定
さ
れ
る
に
升
き
れ
ば
、
銀
本
位
を
以
う
で
す
る
目
減
貿
易
上
の
殻
呆
を
充
分
に
あ
げ
ん
と
す
る
の
橡
想
は
動
揺
せ

F
る

を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
ま
た
銀
本
位
採
用
の
場
舎
に
於
い
で
は
金
銀
較
差
に
封
す
る
手
常
色
充
分
に
之
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ら
う
。

h
y
〈
の
ご
と
き
描
に
於
い
て
正
金
揃
鍛
合
議
は
途
に
一
致
結
を
見
出
す
こ
と
を
得
な
か
っ
た
。
組
抗
的
に
云
へ

ば
正
金
の
銀
本
位
制
主
張
は
極
め
て
掛
間
で
あ
り
、
ぞ
の
論
擦
は
銀
本
位
制
に
よ
る

H
尚
貿
易
の
後
展
強
化
に
め

る
。
之
に
劃
し
浦
錨
側
の
主
張
は
必
子
し
も
一
貫
し
て
ゐ
な
い
が
、
大
腫
に
於
い
て
内
地
延
長
主
義
の
金
本
位
制

、、
.
.
 、
、
、
、

を
主
張
し
て
ゐ
る
。
政
府
は
之
が
決
裁
に
臨
時
し
、
荏
再
・
二
年
に
亘
っ
て
之
を
成
行
に
放
任
し
た
の
で
め
る
が
、

大
正
二
年
七
月
遂
に
勅
令
第
二
百
五
十
競
を
以
つ
て
銀
行
努
酷
慣
行
に
闘
す
る
規
定
を
定
め
、

正
金
銀
行
に
劃
し
て

金
歩
及
び
銀
券
の
夜
行
4T
許
し
、
五
ヶ
年
間
の
試
験
期
聞
を
設
け
て
共
の
結
果
を
研
究
せ
し
め
る
こ
と
に
〉
し
た
の

で
あ
る
が
、
か
う
る
聞
に
日
本
は
世
界
大
戦
に
参
加
し
、
大
正
六
年
十
一
月
還
に
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
鑑
み
、
勅

令
第
二
百
十
七
競
を
以
っ
て
、
朝
鮮
銀
行
に
針
し
て
は
金
券
の
殺
行
合
認
め
、
闘
京
州
内
に
於
げ
る
法
貨
を
ぱ
金

と
す
る
と
共
に
、
勅
令
第
二
百
十
八
競
を
以
っ
て
従
来
正
金
銀
行
に
認
め
た
試
験
的
規
定
を
改
正
し
、
同
行
に
艶



し
で
は
金
券
の
後
行
椎
を
引
上
げ
て
専
ら
銀
券
の
発
行
棋
の
み
を
認
め
、
特
産
物
取
引
の
重
要
仲
介
手
段
と
し
て

流
通
せ
し
め
る
こ
と
、
し
た
。
是
れ
卸
ち
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
坦
定
で
あ
っ
て
、
金
魚
替
本
位
制
は
朝
鮮
銀
行
に

よ
っ
て
運
用
さ
れ
、
銀
魚
替
本
位
制
は
横
市
正
令
銀
行
に
よ
っ
て
運
用
ヌ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
此
の
期
間
特
に
支

那
側
の
新
式
銀
行
は
徐
今
に
設
立
さ
れ
る
に
去
っ
た
が
、
特
に
大
正
三
年
よ
り
大
臣
九
年
に
一
日
一
る
渦
洲
通
貨
の
不

安
定
は
金
券
の
流
通
'
乞
刺
戟
し
た
こ
と
は
断
る
ま
で
も
な
い
。

五
、
要

言

之
h
b
要
す
る
に
日
混
戦
役
後
4
h
J
世
界
大
戦
に
一
日
Z
問
ド
ト
於
付
ぷ
日
本
の
金
魚
料
本
位
制
は

日
本
内
地
反
ぴ

朝
鮮
浦
測
に
於
い
て
次
第
に
殺
展
を
途
げ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
ま
に
そ
の
聞
に
於
い
て
其
の
驚
す
弊
害
を
も

免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
結
局
は
大
正
十
一
年
に
於
け
る
議
曾
の
決
議
に
よ
っ
て
金
銭
替
準
備
に

よ
る
党
換
券
の
殺
行
制
度
は
遂
に
日
本
内
地
か
ら
抹
殺
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

向
又
此
の
期
間
に
於
い
て
、
己
に
朝
鮮
に
は
い
り
込
ん
だ
令
矯
替
本
位
制
は
、
次
第
に
乍
白
一
仰
を
克
服
し
て
満
洲

其
他
に
準
出
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
杢
〈
世
界
に
於
け
る
金
本
位
制
の
支
配
力
の
銀
本
位
圃
を
暦
迫
せ
る
例
の
一

つ
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
ま
だ
同
時
に
金
魚
替
本
位
制
の
東
洋
に
於
け
る
特
奈
佐
卜
せ
し
め
る
一
つ
の
よ
す
が

で
あ
ら
う
。

そ
の
銀
矯
替
本
佼
制
の
論
争
は
、
貸
借
巾
本
位
制
に
闘
す
る
保
守
的
思
想
と
進
歩
的
思
想
と
の
衝
突
で
あ
る
が
、

世
界
大
戦
前
の
日
本
朝
鮮
及
満
洲
の
金
魚
替
本
位
制

第
四
十
三
巻

O 

第

践

O 



世
界
大
戦
前
の
日
本
朝
鮮
及
満
洲
の
金
品
川
替
本
件
制

問
題
の
将
来
性
は
到
底
銀
本
位
制
の
永
績
を
認
め
科
な
レ
。
そ
の
存
荘
理
由
は
た
だ
一
定
期
聞
に
慣
用
さ
れ
た
交

換
媒
介
手
段
の
本
位
と
し
て
の
み
で
あ
石
。
資
本
主
義
制
経
槽
に
於
い
て
利
潤
原
則
が
浸
潤
し
、
そ
が
高
度
化
さ

第
四
+
=
一
巻

O 
匹I

第

按

O 
四

れ
る
に
於
い
て
時
間
的
本
間
的
傾
値
標
準
物
躍
が
金
を
除
い
て
他
に
之
に
代
る
色
の
ぞ
求
め
得

5
z
限
り
、
金
本

位
制
の
支
配
牲
は
総
卦
的
で
め
h-
、
縫
っ
て
こ
日
余
に
某
準
を
お
く
令
居
納
得
本
位
制
の
一
重
要
性
も
益
く
こ
れ
と
存

夜
埠
向
ぞ
共
に
す
る
。
従
っ
て
上
述
の
原
則
の
h
y
f
H
一
り
、
東
洋
殊
に
文
那
.
制
洲
闘
の
ご
占
き
ほ
ぞ
の
好
泌
に
拘

》

E
r

、，

f
4
1す
叫

J

• 

A
V
一
偽
締
本
松
制
仁
闘
す
る
同
心
な
し
に
そ
の
拘
束
約
一
貨
幣
制
肢
を
決
定
す
る
を
符
な
い
た
ら
う
。

ヤ
此
鈷
に
闘
す
る
問
題
の
展
開
は
や
が
て
又
世
界
大
戦
後
に
於
け
る
支
那
及
び
満
洲
闘
の
現
貫
の
問
題
で
あ
り
、

現
に
投
ミ
が
過
程
1
U
鰹
験
し
つ
つ
あ
る
中
華
民
岡
及
揃
洲
岡
の
金
魚
替
本
伏
制
問
題
で
あ
る
o

今
日
こ
の
問
題
会

世
界
大
戦
前
の
そ
れ
に
照
臆
せ
し
め
て
考
察
す
る
と
き
我
と
は
如
何
に
日
本
会
中
心
と
す
忍
極
東
に
於
げ
る
金
角

材
本
位
制
問
題
研
究
の
重
要
で
あ
る
か
を
痛
戚
せ

F
る
を
得
な
い
。


